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　PF ニュースよりからのお知らせ

　平成 24年度からの PF-UAの発足に伴い，Vol. 30　No. 1
からは PFニュースはウェブが主体となり，PF-UA会員へ
の冊子の発送は行わないこととなっています。内容につき
ましては，今まで通り，「施設だより」や「現状」，「最近
の研究から」，「研究会等の開催・参加報告」等を掲載して
いきますので，どうぞウェブ版となりましても，引き続き
ご愛読の程，宜しくお願い致します。
　発行の間隔は現状のまま年 4回（5月，8月，11月，2月）
となり，希望者には，掲載時にメールで掲載をお知らせい
たしますので，どうぞご登録下さい。PFニュースウェブ
ページにフォームを掲載しています（※ KEKの共同利用
者支援システムでユーザー登録をされた皆様には，PFメ
ルマガが配信され，そちらにも PF News発行のお知らせ
が載りますので，その方はお知らせメールの登録は必要あ
りません）。
　PFニュースではウェブ主体を受けて，昨年ウェブペー
ジをリニューアル致しました。どうぞ，是非ご活用下さい。
誌面は白黒印刷となりますが，ウェブ版ではオリジナル原
稿を掲載しておりますので，多くの原稿がカラーで掲載さ
れています。
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編集後記
　編集後記を書くにあたり，助手に就任した 14年前に初
めて PFに赴き実験を行ったことが思い起こされます。学
生時代には利用経験もなく，当時右も左もわからぬ自分が，
その時以来，研究の中心が PF利用に傾きました。つくば
や KEK周辺も様変わりし，まだ TXもなく，つくバスも
KEK前では止まらなかったことが懐かしく思い出されま
す。KEKへ訪れるにも随分と楽になったと感じておりま
す。ビームライン整備刷新・再編成が進み，スタッフも充
実され利用者にとって大変よい環境になったと感じるとと
もに，改めて PFスタッフに支えられていることを実感し
ております。

　編集委員として強制的？に専門以外の研究や活動の記事
に目を通すことが増えました。各ビームラインの情報を知
る機会にもなり，また様々な研究分野に触れることにもな
り，刺激を受けたことは言うまでもありません。今では実
験の合間に隅々までじっくり読んでいます。今後も貴重
な情報提供の場となるよう微力を尽くしたいと思います。
（K.Y.）

　投稿のお願い

【最近の研究から】
　PFで行われた実験，研究の成果をお寄せ下さい。
【建設・改造ビームラインを使って】
　特にビームラインの改良点，他のビームラインとの比較，
　要望等を是非お聞かせ下さい。
【ユーザーとスタッフの広場】

PFでの実験の成果等が認められ受賞された方，海外放
射光施設に滞在，訪問された方，国際会議等に参加さ
れた方，修士論文等，どうぞご投稿下さい。また PFに
対するご意見等がありましたら是非ご投書下さい。

詳細は事務局または PFニュース HPをご覧下さい。

＊平成 25 年度 PF ニュース編集委員＊

委員長　　岡林　　潤　　東京大学スペクトル化学研究センター                         
副委員長　阿部　　仁　　物質構造科学研究所 
委　員　　足立　純一　　物質構造科学研究所　　　　　　　　　安達　成彦　　物質構造科学研究所
　　　　　宇佐美徳子　　物質構造科学研究所　　　　　　　　　小野　寛太　　物質構造科学研究所
　　　　　帯名　　崇　　加速器研究施設　　　　　　　　　　　杉山　　弘　　物質構造科学研究所　　　　　
　　　　　田中　万也　　広島大学サステナブル・　　　　　　　千葉　文野　　慶應義塾大学理工学部
　　　　　　　　　　　　ディベロップメント実践研究センター　
　　　　　辻　　淳一　　（株）東レリサーチセンター　　　　　  長江　雅倫　　理化学研究所基幹研究所
　　　　　原田　雅史　　奈良女子大学生活環境学部　　　　　　深谷　有喜　　日本原子力研究開発機構　　　　　
　　　　　山崎　裕一　　物質構造科学研究所　            　　　　　山本　勝宏　　名古屋工業大学大学院工学研究科
事務局　　高橋　良美　　物質構造科学研究所

　　編集委員会だより


